
　

日
本
で
の
成
人
年
齢
は
奈
良
時
代
の

「
元
服
」
や
「
髪
上
げ
」
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。当
時
は
年
齢
の
決
ま
り
は
な
く
、

男
性
は
12
歳
か
ら
16
歳
ま
で
の
間
に
成
年

を
象
徴
す
る
冠
を
つ
け
、
一
人
前
に
な
っ

た
こ
と
を
示
す
「
元
服
」
の
儀
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
女
性
も
12
歳
か
ら
16
歳
ま
で
の
間
に
髪

を
結
っ
て
裳
と
い
う
衣
服
を
着
用
す
る

「
髪
上
げ
」
や
「
裳も

着ぎ

」
の
儀
式
を
行
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
男
女
と
も

に
「
元
服
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
年
齢
に
つ
い
て
は
定
め
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
治
９
年
に
兵
役
と
課
税
対
象
者
の
年

齢
を
定
め
る
た
め
に
太
政
官
布
告
が
出
さ

れ
、
こ
の
時
に
初
め
て
20
歳
を
成
年
年
齢

に
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
明

治
29
年
に
制
定
さ
れ
た
民
法
に
も
引
き
継

が
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
146
年
間
、
成
年
年
齢
は
民
法

で
20
歳
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
選
挙
権

年
齢
や
国
民
投
票
の
投
票
権
年
齢
が
18
歳

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
18
歳
、
19
歳
の
若

者
に
も
国
政
の
重
要
な
判
断
に
参
加
し
て

も
ら
う
た
め
の
政
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
民
法
が
改

正
さ
れ
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
成

年
年
齢
が
18
歳
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
民
法
の
成
年
年
齢
に
は
「
一
人
で
有
効

な
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
年
齢
」
と

い
う
意
味
と
、「
父
母
の
親
権
に
服
さ
な

く
な
る
年
齢
」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
未
成
年
の
場
合
は
、
携
帯
電
話
を
契
約

す
る
、
一
人
暮
ら
し
の
た
め
の
部
屋
を
借

り
る
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
、

ロ
ー
ン
を
組
む
と
い
っ
た
と
き
に
親
の
同

意
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
成
年
に
達
す
る
と
親
の
同
意

も
な
く
、
自
分
一
人
で
契
約
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
親
権
に
服
す
る

2022 年４月、20 歳から 18 歳へ

2022 年４月１日から、民法の改正により成年年齢が 20 歳
から 18 歳に引き下げられました。成年年齢引き下げによ
り変わることや、消費者トラブルに遭わないために知って
おきたいことなど、これから成人を迎える人、また新成人
の親世代などの大人が正しい知識を身に付け、トラブルを
未然に防ぎましょう。　　　　　　

日
本
で
の
成
人
年
齢
の
移
り
変
わ
り

成
年
年
齢
引
き
下
げ
で
変
わ
る
こ
と
・

変
わ
ら
な
い
こ
と

こ
と
が
な
く
な
る
結
果
、
自
分
の
住
む
場

所
や
進
学
・
就
職
な
ど
の
進
路
を
自
分
の

意
思
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。そ
の
ほ
か
、10
年
有
効
パ
ス
ポ
ー

ト
の
取
得
、
公
認
会
計
士
や
司
法
書
士
な

ど
の
国
家
資
格
を
取
る
、
性
別
の
取
り
扱

い
の
変
更
審
判
を
受
け
る
こ
と
な
ど
も
18

歳
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
て
も
、
飲
酒
や
喫
煙
、
公
営
競
技
（
競

馬
、
競
輪
、
オ
ー
ト
レ
ー
ス
、
競
艇
）
に

関
す
る
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
20
歳
で
す
。
健
康
面
へ
の

影
響
や
非
行
防
止
、
青
少
年
保
護
等
の
観

点
か
ら
、
現
状
維
持
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成年（18 歳）になるとできること

20 歳にならないとできないこと

⃝親の同意がなくても契約ができる
　（例）携帯電話の契約、ローンを組む、
　　　  クレジットカードをつくる、
　　　  部屋を借りる
⃝ 10 年有効のパスポートを取得できる
⃝公認会計士や司法書士、医師免許、薬剤師免        
     許などの国家資格を取得できる
⃝性同一性障害の人が性別の取り扱いの変更審
　判を受けられる

⃝飲酒をする
⃝喫煙をする
⃝競馬の馬券、競輪、オートレース、競艇の
　投票券の購入
⃝養子を迎える
⃝大型・中型自動車運転免許の取得

女性の結婚可能年齢が 16 歳から 18 歳に
引き上げられ、男女とも 18 歳となります。
令和４年４月１日現在で 16 歳以上の女性
は 18 歳未満でも結婚することができます
が、従来通り父母の同意が必要となります。

成人式の時期や在り方に関しては、現在、
法律による決まりはなく各自治体の判断で
実施されています。錦江町ではこれまで通
り 20 歳の方を対象として「二十歳の集い」
と名称を改めて記念式典を開催します。

加入年齢に変更はなく 20 歳からとなりま
す。国民年金は会社員や公務員以外の 20 歳
から 60 歳までのすべての人に加入義務があ
る年金です。20 歳になると案内が届きます
ので、それに沿って保険料を納めましょう。

18、19 歳は「特定少年」として少年法の適
用を受けますが、刑事裁判の対象も拡大さ
れ、強盗や強制性交、放火などの犯罪も対
象となります。また起訴された場合は実名
や顔写真で報道される可能性もあります。

　

契
約
と
は
、
当
事
者
双
方
の
意
思
表

示
が
合
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す

る
法
的
な
約
束
で
、「
売
り
ま
す
」「
買

い
ま
す
」
と
双
方
が
合
意
す
れ
ば
口
頭

で
も
成
立
し
ま
す
。
一
旦
成
立
し
た
契

約
は
自
分
の
都
合
で
勝
手
に
や
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
た
め
、
契
約
を
す
る

前
に
契
約
内
容
を
よ
く
理
解
し
、
冷

静
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　

　
未
成
年
者
が
親
の
同
意
を
得
ず
に
契
約

し
た
場
合
に
は
、民
法
で
定
め
ら
れ
た「
未

成
年
者
取
消
権
」
に
よ
り
、
原
則
と
し
て

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
取
消
権
は
未
成
年
者
を
保
護
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
成
年
に
な
る
と

適
用
さ
れ
な
く
な
り
、
契
約
を
結
ぶ
か
ど

う
か
を
自
分
で
決
め
、
契
約
に
対
し
て
責

任
を
負
う
の
も
自
分
自
身
に
な
り
ま
す
。

　
成
人
に
な
り
た
て
の
若
者
は
、
契
約
に

関
す
る
知
識
や
経
験
が
乏
し
い
こ
と
も

あ
り
、
内
容
を
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま

安
易
に
契
約
を
結
ん
で
し
ま
う
傾
向
に

結
婚
年
齢
の
変
更

成
人
式
は
ど
う
な
る

国
民
年
金
の
加
入
年
齢
　

少
年
法
も
改
正
さ
れ
ま
す

懸
念
さ
れ
る
新
成
人
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
増
加

あ
り
ま
す
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
成
人
に
な
り
た
て
の
若
者
（
20

歳
～
24
歳
）
の
消
費
生
活
相
談
件
数
は
、

未
成
年
（
18
、
19
歳
）
に
比
べ
、
約
１
・

５
倍
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
成
年

年
齢
引
き
下
げ
に
よ
り
18
歳
か
ら
新
成

人
と
な
る
若
者
は
、
現
在
の
新
成
人
よ

り
さ
ら
に
社
会
経
験
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
起
こ
り
う
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

や
対
策
に
つ
い
て
、
よ
り
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
事
前
に
家

族
や
周
り
の
大
人
へ
相
談
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
場
合
で
も
「
消
費
者
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。

自
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
一
人

で
決
め
る
事
で
は
な
く
、
信
頼
で
き
る

相
談
先
や
相
談
相
手
を
持
つ
こ
と
で
す
。

～知っておきたい消費者トラブル～
成年年齢引き下げ

トラブルに巻き込まれてしまったときの

相談窓口

鹿屋市消費生活センター
 電話番号   0994-31-1169
 相談時間（土日、祝日、年末年始は休み）

           ８時半～ 12 時、13 時～ 16 時   
 所在地　   鹿屋市北田町３- ３
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